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「放射能と向き合う &  放射能と健康との関係」



放射能と健康との関係[1]-知っておくべき用語の解説- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



放射能と健康との関係[2] －被曝線量と体への影響- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



● 土壌・海中の汚染は食品などを通じ、

人体の内部被曝に関係

単位

ベクレル/kg

ベクレル/l

● 空間線量は人体の外部被曝に関係 単位

シーベルト/時

ベクレルは放射性物質の放射能を出す能力

シーベルトは放射能を浴びた人体の影響度の単位で

外部被曝の影響度は浴びた線量の総量 シーベルト

内部被曝の影響はベクレルからシーベルトに換算し総量計測

● 放射能を浴びた人体の影響度 単位

シーベルト

放射能と健康との関係 [3] -知っておくべき汚染の種類- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



放射能と健康との関係[4] –外部被曝の計算推定- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



ベクレル（Bq）をシーベルト（Sv）に換算

結果は Sv、mSv、μSv の3種類で表示
計算式

預託実効線量 = 放射能濃度(Bq/kg) × 実効線量係数(Sv/Bq) × 摂取量(kg/
日) × 摂取日数(日) × 市場希釈係数 × 調理等による減少補正

算出された値は預託実効線量で、50年間（成人の場合）の被ばく量を積算した値。
線量の積分期間は、作業者および成人の一般公衆で50年、子どもでは摂取した年齢から70歳まで。
摂取した放射性物質は時間とともに減少し、減少する早さは放射性物質の種類により異なります。

例えばホウレンソウ1kgにヨウ素131が2000ベクレル（Bq）あ
るとする。これを 2000 Bq/kg と表す。

これに放射性核種に対する実効線量係数（左表参照）というも
のを用いてベクレルをシーベルトに換算する。
ベクレルの値にヨウ素131の実効線量係数（経口摂取の場合）
2.2×10-8 をかける。
2000 Bq/kg × 2.2×10-8 Sv/Bq = 0.000044 Sv/kg
となる。
Sv/kg は 1kg当たりのシーベルト。
mSv や μSv で表すと以下のようになる。

0.000044 Sv/kg = 0.044 mSv/kg = 44 μSv/kg

ベクレルは1秒当たりで定義されている単位ですが、換算されたシーベルト
値は体内に取り込んだ放射性物質が体内に存在している間に人体に影響
を及ぼすと思われる線量。
線量の積分期間は、作業者および成人の一般公衆で50年、子どもでは摂
取した年齢から70歳まで。
摂取した放射性物質は時間とともに減少し、減少する早さは放射性物質の
種類により異なります

換算ツールがプログラムされていて

インターネットにあり、簡単に計算できる

◆ 人体の内部被曝値の計算 インターネットより


